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JENESYS2018 ASEAN招へいプログラム第 1陣の記録 

若手行政官交流 対象国：ベトナム、東ティモール 

 

１．プログラム概要 

 対日理解促進交流プログラム「JENESYS2018」の一環として、ベトナム、東ティモー

ルより若手行政官等 41名が 2018年 9月 11日～9月 18日の日程で来日しました。 

 一行は、国別のグループに分かれ、都内及び地方を訪問し、「若手行政官交流」をテ

ーマとしたプログラムに参加し、関連施設の視察、関係者との意見交換や交流を通し

て、日本の行政、官民連携の取組、地域事情等について理解を深め、日本と各国との

友好関係について考える機会を持ちました。また、各々の関心事項や訪日中の体験に

ついて SNSを通じて対外発信を行いました。帰国前の報告会では、訪日経験を活かし

た帰国後のアクション・プラン（活動計画）について発表しました。 

 

【参加国・人数】 2か国 41名（内訳）東ティモール 18名、ベトナム 23名 

 

【訪問地】 東京都、富山県（東ティモール）、福岡県（ベトナム） 

 

２．日程   

 東ティモール ベトナム 

9月11日（火）  来日、オリエンテーション 

9月12日（水）  

 

【日本理解講義の聴講】総務省自

治政局選挙部 

【テーマ関連の視察】国会議事堂 

【視察】東京タワー、都庁 

【日本理解講義の聴講】外務省、

人事院 

【テーマ関連の視察】国会議事堂 

9月13日（木） 東京都から富山県へ移動 

【テーマ関連講義の聴講】 

富山県明るい選挙推進協議会 

東京都から福岡県へ移動 

【文化視察】櫛田神社、東長寺、

【地方自治体訪問】  

福岡県庁（ベトナム友好交流・福

岡北部暴雨災害の講話） 

9月14日（金） 【文化視察】富山城址公園 

【地域産業視察】 

新湊漁港の昼セリ 

【テーマ関連講義の聴講】富山県

選挙管理委員会 

【表敬訪問】 

在福岡ベトナム総領事館 

【地方自治体訪問】 

北九州市（環境・行政の視察） 

9月15日（土） 【関係者との交流会】於：富山県

立イタイイタイ病資料館 

【文化体験】富山伝統民芸、茶道

【地域産業視察】玉旭酒造有限会

【関係者との意見交換会】 

朝倉市（福岡北部暴雨災害につい

て） 

【文化体験】茶道 
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社 【視察】博多市内 

9月16日（日） 【名所視察】 

世界遺産五箇山合掌造り相倉地

区、国重要文化財村上家 

【ワークショップ（報告会準備）】 

福岡県から東京都へ移動 

【視察】原宿 

9月17日（月） 富山県から東京都へ移動 

【視察】お台場 

【文化視察】浅草寺 

【ワークショップ（報告会準備）】 

9月18日（火） 【成果報告会】 

【文化視察】皇居、浅草寺 

【成果報告会】 

帰国 

9月19日（水） 帰国  - 

 

３．プログラム記録写真  

東ティモール（東京都・富山県） 

  

9月 12日【日本理解講義の聴講】 
9月 12日【テーマ関連の視察】 

国会議事堂 

 

 

9月 12日【視察】都庁 
9月 13日【テーマ関連講義の聴講】 

富山県明るい選挙推進協議会 
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ベトナム（訪問地：東京都・福岡県） 

  

9月 12日【日本理解講義の聴講】 
9月 12日【テーマ関連の視察】 

国会議事堂 

  

9月 14日【文化視察】富山城址 
9月 14日【テーマ関連講義の聴講】 

富山市選挙管理委員会 

  

9月 15日【関係者との交流会】富山県立

イタイイタイ病資料館 

9月 15日 【文化体験】富山伝統民芸・

茶道 

 

 

9月 16日【名所視察】世界遺産五箇山 

合掌造り集落 
9月 18日【成果報告会】 
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9月 13日【文化視察】櫛田神社 9月 13日 【地方自治体訪問】福岡県庁 

  

9月 14日【表敬訪問】 

在福岡ベトナム総領事館 
9月 14日【地方自治体訪問】北九州市 

  

9月 15日【関係者との意見交換会】 

朝倉市 
9月 15日【文化体験】茶道 

  
9月 18日【成果報告会】 9月 18日【成果報告会】 
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４．参加者の感想（抜粋） 

◆ 東ティモール国家選挙委員会勤務 

講師の方に丁寧に説明して頂いたのでよく理解することができ、新しい知識を得ること

ができました。また、イタイイタイ病資料館では、公害を引き起こし、地域の住民の方々

の健康被害の原因となった大企業を相手に戦った、お父様の壮絶なお話を共有して頂き

ました。茶道体験では亭主の先生の心温まるおもてなしと謙虚な姿勢は、まさしく日本

人の文化であると感じました。同じように、合掌造りの家である村上家を訪問した時も、

村上家の方が我々を温かく歓迎してくれました。そして伝統や地域の方々の相互扶助に

よってつくられる家（屋根）のことを語って頂きました。合掌造りの村は本当に美しく、

地域の方々が先祖から受け継いだ伝統や文化を守っているのだと感じました。訪問した

ところは全て、本当に印象に残っています。 

◆ ベトナム科学技術省国際協力庁勤務 

講義の内容は全て印象が強かったです。それらの講義には、知らなかった新しい情報が

たくさんありました。日本の人事院に関する講義は非常に興味深かったです。例えば、

日本の公務員の異動や、国家公務員の試験や、2～3 年ぶりにローテーションが行われ

ることなどです。それは公務員がレベルアップする大きなチャンスになると思います。

公務員はチームワークや団結の気持ちが強いと感じました。公務員はお互いに助け合う

という体制が大事にされていて、素晴らしいです。どの講義も講師により、よく準備さ

れていました。また、わたしたちは地方自治体の方々にとても歓迎されました。 

◆ ベトナム情報通信省勤務 

JENESYSのプログラムの中で、私が一番印象に残ったのは、朝倉市の訪問です。朝倉市

で私たちは防災活動に関する貴重な経験をしました。また、災害を受けた現場を視察し

ました。地方の市民と意見交換した時、私は住民の被害、悲しみを強く感じたと同時に、

困難な時日本人が団結して、復旧に素早く取り組んだことが理解できました。地方政府

と中央政府と市民の、早い段階からの協力体制ができていました。 

また、見学した日本庭園も私に強い印象を残しました。ここにいる時、私はベトナムの

ダラット市におけるチャン・レ・スアン*別荘の日本庭園のことを思い出しました。そ

の庭園は 1958年にでき、「ベトナム一の庭園」と呼ばれ、日本人の建築士によって設計

されました。昔からベトナムと日本との交流が進んでいると感じました。 

*旧サイゴン政権の偉人の夫人 

 

５．受入れ側の感想（抜粋） 

 北九州市企画調整局国際部 

（北九州市は）姉妹都市ハイフォン市に上下水道等の設置と管理について技術指導を行

っています。今回は、浄化センター、ゴミ処理施設、八幡西区役所を見学いただきまし

たが、区役所では区長、市民課長、保健福祉課の保健師に対し様々な質問が飛び交いま

した。（北九州市における）ベトナム人の住民数も増える中、今後もベトナムとの関係

を良くしていきたいです。 

◆ あさくらグリーンツーリズム協議会（福岡県朝倉市） 

たくさんの果物や加工品を買って下さり、支援していただき、嬉しく思います。昼食会

場はリンゴや柿畑のあるアップルパイのお店で、皆さん喜んでリンゴの前で写真を撮っ
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ていて、嬉しそうで良かったです。ベトナムは 7～8 年前に成人を複数回ホームステイ

で受け入れましたが、明るくていいお国柄と思います。 

 

６．参加者の対外発信  

【東ティモール】 

  

JENESYS2018 東ティモールの参加者は 9

月 13日 8:45に東京を出発し、11:25に富

山に到着。コーディネーターがグループ

を富山県明るい選挙推進協議会へと引率

してくれました。 

富山県の最終プログラムで、訪日団は、富

山県立イタイイタイ病資料館と五箇山相

倉地区を訪問。その後、今回のプログラム

の総括としてワークショップを行いまし

た。 

【ベトナム】 

  

JENESYS2018の二日目。可愛い子には旅

をさせよ。日本の国会議事堂、外務省及

び人事院で多くのことを学びました。 

日本のこと、一目惚れしてしまいました！ 
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７．報告会での帰国後のアクション・プラン発表 

【東ティモール】 

 

広く、訪日プログラムでの学びや経験を分かち合い、東ティモール国民の意識向上に

繋げます。実施期間：2018年 11月から 2019年 2月、具体的内容： 

・清潔な日本の生活環境と緑豊かな自然環境を見習い、海岸などの清掃活動と緑化活

動を推進します。 

・予算など各関係省庁との調整を行い、学生や関係機関と協力して実施します。 

・日本人のように誰もが交通ルールを守るようにするためには教育が必要との観点

から、学生向けの交通安全教育を実施します。 

・富山市の取り組みを参考に、選挙制度がよく分かるような啓蒙活動や教育を行いま

す。対象は主に学生や若い有権者とします。 

【ベトナム】 

 

日本の印象を紹介します。 

実施期間：ベトナムへ帰国後すぐ開始します。 

具体的内容： 

・同僚、関連日系企業・団体へ発信するために、ベトナムの新聞、ウェブサイト、政

党誌等へ、日本の魅力・情報を掲載します。 

・家族・友人へ、訪日の体験、日本人や信条、日本の生活について紹介します。 

・JENESYS Vietnam 2018のグループ fecebookを作り、定期的 (半年に 1回程度) に、

日本との繋がり、参加者同士の繋がりが維持できるように連絡を取る機会を設けま

す。 



8 

 


